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『
最
近
の
ソ
ビ
エ
ト
の
国
際
関
係
論
』

　
国
際
関
係
論
関
係
の
書
籍
、
専
門
雑
誌
、
あ
る
い
は
ま
た
国
際
関
係
を
対
象

と
す
る
研
究
機
関
の
戦
後
の
合
衆
国
に
お
け
る
異
常
な
増
殖
現
象
か
ら
、
A
・

グ
ロ
ッ
セ
が
、
　
一
九
五
六
年
の
論
文
　
（
＞
年
a
♀
8
器
饗
、
ご
曾
且
①
留
。・

冨
一
畳
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匿
一
暮
①
舅
畳
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ロ
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一
Φ
ω
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零
凶
魯
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零
一
三
貴
P
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o
一
・
＜
炉
2
9
0
。
（
旨
蔓
あ
8
9
日
冨
増
お
困
）
）
の
な
か
で
、

国
際
関
係
論
は
特
殊
ア
メ
リ
カ
的
な
学
問
で
は
な
か
ろ
う
か
と
訪
つ
て
い
る

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

が
、
「
も
し
彼
が
一
九
五
六
年
に
も
う
一
方
の
超
強
大
国
で
あ
る
ソ
連
に
注
且

し
た
な
ら
ば
、
国
際
関
係
の
研
究
が
明
ら
か
に
回
避
さ
れ
て
い
た
点
こ
そ
が
、

こ
の
国
の
学
間
研
究
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
つ
た
こ
と
に
気
付
い
た
で
あ
ろ
う
」

（
二
五
頁
）
と
、
A
・
ジ
マ
ー
マ
ン
の
『
最
近
の
ソ
ビ
エ
ト
の
国
際
関
係
論
』
は

そ
の
第
一
章
で
述
べ
て
い
る
。

　
ロ
シ
ア
革
命
の
成
立
は
、
西
欧
的
な
民
族
国
家
と
い
う
政
治
の
文
脈
の
な
か

で
機
能
す
る
社
会
・
経
済
的
な
体
制
に
焦
点
を
お
い
た
伝
統
的
な
マ
ル
ク
ス
主

義
に
一
つ
の
課
題
を
提
供
し
た
。
垂
直
的
、
階
級
的
な
次
元
で
構
成
さ
れ
た
闘

争
の
概
念
は
、
水
平
的
、
国
際
的
な
次
元
に
適
用
し
得
る
よ
う
に
、
「
創
造
的

に
発
展
」
さ
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
以
前
の
段
階
で
は
、
「
『
社
会
発
展
の
コ
ー
ス
』
を
決
定
す
る
優
先
権
が
、

『
各
国
の
経
済
と
政
治
の
領
域
に
見
ら
れ
る
、
生
産
諸
力
の
発
展
と
か
階
級
闘

争
と
い
つ
た
国
内
的
な
過
程
』
に
与
え
ら
れ
て
い
た
」
（
四
頁
）
．
世
界
史
の
発

展
過
程
に
お
い
て
国
際
関
係
の
果
す
役
割
は
第
二
義
的
に
し
か
評
価
さ
れ
て
い

な
か
つ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
が
理
論
の
コ
ー
ル
フ
ィ
ー
ア
ス
と
し
て
君
臨
し
て
い

た
時
代
に
は
．
外
交
問
題
あ
る
い
は
国
際
政
治
を
扱
つ
た
ア
カ
デ
ミ
ヅ
ク
な
研

究
も
『
一
七
九
三
i
九
四
年
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
党
下
の
共
和
国
の
対
外
政
策
』
と

か
、
『
一
八
七
〇
年
代
の
国
際
関
係
と
ド
イ
ッ
統
一
時
代
（
一
八
六
六
ー
七
〇
年
）

の
ロ
シ
ア
の
対
外
政
策
』
と
い
つ
た
無
害
な
題
材
（
三
〇
頁
参
照
）
を
選
ぶ
こ

と
に
苦
心
し
て
お
り
、
ま
た
国
際
問
題
の
解
説
者
は
官
製
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
の

宣
伝
者
と
し
て
も
つ
ぱ
ら
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
つ
て
、
国
際
関
係
が
、
歴
史

学
者
あ
る
い
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ス
ト
の
手
を
離
れ
、
独
自
の
研
究
分
野
と
し
て
登

場
し
た
の
は
さ
ほ
ど
古
い
こ
と
で
は
な
い
。
一
九
五
六
年
の
第
二
〇
回
党
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
　
　
（
一
八
七
一
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

以
後
の
こ
と
で
あ
る
と
．
ジ
マ
ー
マ
ン
は
見
て
い
る
．

　
も
つ
と
も
、
彼
は
、
最
近
の
ソ
ビ
エ
ト
の
国
際
関
係
論
的
な
文
献
を
た
だ
羅

列
的
に
紹
介
す
る
と
い
つ
た
作
業
に
は
満
足
し
て
い
な
い
。
国
際
関
係
論
の
対

象
領
域
に
つ
い
て
は
、
一
方
で
は
」
・
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
に
、
他
方
で
は
Q
・
ラ

イ
ト
に
よ
つ
て
代
表
さ
れ
た
主
張
を
両
極
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
論
議
が
存
在
し

て
お
り
、
ま
た
「
ス
タ
ン
レ
ー
・
ホ
フ
マ
ン
が
『
国
際
関
係
の
理
論
は
異
な
つ

た
高
度
で
異
な
つ
た
方
向
に
飛
ぶ
飛
行
機
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
』
と
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
－
－
」
（
一
九
頁
）
、
方
法
論
に
つ
い
て
も
研
究
者
に
よ
つ
て
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
「
最
近
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
関
係
の
専
門
家
が
唱
え
て
い

る
理
論
構
成
へ
の
諸
提
案
を
参
考
に
す
る
と
、
国
際
関
係
に
つ
い
て
の
個
人
あ

る
い
は
グ
ル
ー
プ
の
所
説
、
こ
の
場
合
は
ソ
ビ
エ
ト
の
国
際
問
題
解
説
者
の
所

説
を
描
写
す
る
際
に
基
準
と
し
て
役
立
つ
一
組
の
問
題
点
、
い
わ
ば
語
形
変
化

表
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
二
一
頁
）
と
し
て
、
ま
ず
、
ソ
ビ
エ
ト
の
国

際
関
係
論
的
な
思
考
と
所
説
の
分
析
方
法
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
で
は
、
こ

の
語
形
変
化
表
に
記
載
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
変
化
項
目
は
幾
つ
で
あ
る
の
か
。

項
目
は
三
種
類
で
あ
つ
て
、
そ
の
第
一
は
「
国
際
的
な
体
制
の
構
造
」
、
そ
の

第
二
は
「
こ
の
体
制
に
関
与
し
て
い
る
ア
ク
タ
ー
の
姿
勢
」
、
そ
の
第
三
は
「
体

制
の
変
化
の
速
度
と
方
向
を
左
右
す
る
プ
・
セ
ス
」
で
あ
る
と
い
う
．
こ
れ
ら

を
疑
問
文
の
形
式
で
表
現
す
る
と
、
た
と
え
ば
「
ソ
ビ
エ
ト
の
国
際
関
係
の
専

門
家
は
い
か
な
る
実
体
を
国
際
関
係
の
ア
ク
タ
ー
と
認
め
て
い
る
か
」
、
「
ア
ク

タ
ー
と
し
て
の
国
家
、
特
に
ア
メ
リ
カ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
」
、

「
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
ま
た
ど
の
程
度
ま
で
、
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ

ー
を
特
定
の
国
際
体
制
の
特
徴
と
見
て
い
る
か
」
と
い
つ
た
問
題
で
あ
り
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
Q
　
　
（
一
八
七
二
）

方
は
マ
ク
ロ
の
、
そ
し
て
他
方
は
ミ
ク
ロ
の
前
二
者
の
問
題
の
分
析
が
「
第
二

次
大
戦
後
の
国
際
関
係
に
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
体
制
に

共
通
し
た
プ
・
セ
ス
と
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の
ソ
ビ
エ
ト
の
評
価
の
分
析
に
不

可
欠
な
背
景
を
か
た
ち
づ
く
る
」
　
（
二
三
頁
）
と
理
解
さ
れ
て
い
る
．
　
『
最
近

の
ソ
ビ
エ
ト
の
国
際
関
係
論
』
の
各
章
が
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
配
列
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
．
序
論
的
な
第
一
章
に
つ
づ
い
て
、
ま
ず

第
二
章
で
は
、
国
際
関
係
論
が
ソ
ビ
エ
ト
社
会
科
学
の
一
分
科
と
し
て
登
場
し

て
き
た
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
第
三
章
で
は
、
国
際
関
係
の
ア
ク
タ
ー
に
関
す

る
ソ
ビ
エ
ト
の
専
門
家
の
所
説
を
整
理
す
る
．
第
四
章
は
、
今
日
の
国
際
秩
序

の
ピ
ラ
ミ
ヅ
ド
的
な
パ
タ
ー
ソ
に
つ
い
て
の
ソ
ビ
エ
ト
的
な
思
考
を
解
明
し
、

第
五
章
は
、
二
大
強
国
間
な
い
し
は
二
つ
の
体
制
間
に
お
け
る
力
の
分
布
に
つ

い
て
の
ソ
ビ
エ
ト
的
な
見
解
を
分
析
す
る
．
ソ
ビ
エ
ト
側
か
ら
見
た
ア
メ
リ
カ

の
対
外
的
な
姿
勢
を
第
六
章
で
、
ま
た
第
七
章
で
は
、
生
存
ー
現
国
際
体
制

の
維
持
ー
と
革
命
－
現
国
際
体
制
の
変
革
！
と
い
う
矛
盾
し
た
二
つ
の

課
題
に
対
す
る
ソ
ビ
エ
ト
の
態
度
、
特
に
そ
の
変
化
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
最
後
の
第
八
章
は
、
ソ
ビ
エ
ト
対
外
政
策
の
解
明
と
予
見
の
た
め
に
第
二

章
以
下
で
指
摘
さ
れ
た
素
材
と
展
開
さ
れ
た
記
述
を
要
約
し
て
い
る
．

　
ジ
マ
ー
マ
ン
の
『
最
近
の
ソ
ビ
エ
ト
の
国
際
関
係
論
』
の
構
成
は
以
上
の
よ

う
で
あ
る
が
、
彼
の
著
書
を
紹
介
す
る
に
あ
た
つ
て
、
こ
の
研
究
が
、
ア
メ
リ

カ
を
中
心
と
し
て
発
達
し
た
国
際
関
係
論
へ
の
反
省
と
ソ
ビ
エ
ト
の
対
外
政
策

の
本
質
的
な
間
題
の
解
明
へ
の
情
熱
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け

れ
ぽ
な
ら
な
い
．
核
時
代
の
国
際
政
治
す
な
わ
ち
米
ソ
の
二
大
陣
営
に
分
裂
し

た
国
際
社
会
を
対
象
と
し
た
「
西
欧
の
国
際
関
係
論
が
、
過
度
に
エ
ス
ノ
セ
ン
ト



リ
ッ
ク
で
あ
り
、
国
際
政
治
の
比
較
研
究
の
発
展
に
充
分
な
配
慮
を
与
え
て
い

な
い
」
（
八
頁
）
と
い
う
反
省
か
ら
、
彼
は
、
国
際
関
係
論
の
比
較
研
究
を
可
能

と
す
る
よ
う
な
類
型
の
定
立
の
た
め
の
素
材
の
提
供
を
企
画
し
て
い
る
。
し
か

も
、
彼
は
ま
た
、
ソ
ビ
エ
ト
対
外
政
策
の
研
究
が
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
の
基
本
的
な
問
題
点
、
特
に
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
ス
タ
ー
リ
ン
以
後
の
対
外
政
策
と
の
関
連
」
に
つ
い
て
の
解
答
（
特
に
二
九

一
頁
以
下
参
照
）
も
用
意
し
て
い
る
．
し
た
が
つ
て
そ
れ
は
国
際
関
係
の
専
門

家
に
と
つ
て
も
、
ソ
ピ
エ
ト
の
研
究
者
に
と
つ
て
も
貴
重
な
存
在
と
な
ろ
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
沢
精
次
郎
）

紹
介
と
批
評

一
五
一

（
一
八
七
三
）


